
1.申込団体の概要および申込事業の計画等【公開対象】
おヽ り 力く な あらまきじちかい

団 体 名 荒巻自治会

代 表 者 氏 名 (肩書:区長 )倉 部 昭 一

設 立 年 月 日 昭和 ・
(座 ) 17年  12月  19日 構 成 員 数 52 人

設  立  目  的

本会は、以下に掲tずるような、地域的な共同活動を行うことにより、良
好な地域社会の維持及び形成に資することを目的とする。

これまでの活動実績

・農地・水・環境保全向上対策事業の実施
・春祭り、秋祭りの実施
・養の神の実施
日自主防災活動とレクリェーション大会を行い地域の絆を深めている。
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事 業 計 画 ・別添「第3号様式 事業計画書」のとおり

収 支 予 算 等 コ別添「第4号様式 事業の収支予算書」のとおり
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2.申 込団体の連絡先等 公開、非公開を選択※】

事 務 所 所 在 地 長岡市荒巻624-1
∞

開】

電 話 ・FAX番 号 等
馨モ= nク 五R-74-n144   F△ Y ⑬ …闘
Eメールアドレス

担 当 者 連 絡 先

F ゑ 全 部 解 一
ひつ 非公開】

件 所 阜 岡市荒巻 629

電話・FAX番 号等
0258-74-2263    FAX  0258-74-2975

Eメールアドレス
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名簿またはこれに

類するもの
'別添のとおり (士ュ〉 非

公開】

規約またはこれに

類するもの
・別添のとおり 危、笛 非公開】

受付 No  l
第2号様式

平成22年 度 長 岡市地域コミュニティ事業補助金申込書

※ 個人情報保護の観点から、広く公開してもよいものなら
“
公開

"に
、そうでないものは

“
非公開
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を付けてください。
※ 2の添付資料(名簿類・規約類)については、交付審査の際の資料として審査関係者に提示する場

合があります。



第3号様式

事 業 計 画 書

業事 名 荒巻神楽舞保存活用事業

事 業 実 施 の 目 的

荒巻地域には、古来より春祭りに奉納される神楽舞が伝承され
ている。この春祭りに奉納される神楽舞の踊り場を集落住民の共

同作業により修復し、神楽舞継承の地として更なる伝承芸能の保

存、普及に努めるもの。

容業事

この神楽舞については、踊り場にて毎年春祭り(5/4)に奉納す
るもの。

伝承芸能を通して、文化の薫り高い和島地域を良寛、弓踊り等
と共に深めて行きたい。また、長岡市の伝統芸能保存地域と連携
し、伝統芸能を一層広めたい。

・神楽舞の踊り場修復

組み立て式の踊り場が損傷しているため、屋根付きの

踊り場とするもの。

・周辺の整地作業

・周辺の草刈、雑木の伐採作業
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6月  神 楽舞踊り場周辺の整備(草刈、雑木の伐採)
8月～9月

材料の搬入、修繕作業の実施
9月  秋 祭りに春納(神楽舞)

地域活性化の波及性

住民の共同作業を実施する事による絆の確立。

古来伝承されてきた神楽舞の更なる普及に努める。

神楽舞を中心として、子ども達の郷土愛の深まりに努める
・
。

※ 事業の内容は、詳細に記載してください。(別紙も可)



↓   第 4号様式

収入の部

支出の部

事 業 の 収 支 予 算 書
(単位 :円)

(単位 :円)

項  目 予算額 内 訳

地域コミュニ予f事業補助金(F) 500,000

己

金

自

資

364,000 ④7,000X52名

特

定

財

源

寄附金

参加費

その他収入金

J  ヽ 言ヤ(D)

そ の

他

A
ロ 計 864,000

項  目 予算額 内 訳

補

助

対

象

経

費

材料費 687,000

日神楽舞踊り場

木材400,000円 、 基 礎120,000円

くぎ、ボルト33,000円 、トタン材100,000円

止め金34,000円

燃料費 5,000 軽油代5,000円

重機リース代 108,000 運搬費用含む

rl ヽ 剖卜(C) 800,000と

補

助

対

象

外

経

費

64,000 懇親会64,000円

小   計 (B) 64,000

合  計 (A) 864,000



※ 項目欄が不足する場合は、同類の項目をまとめて記入し、細目は別紙に記載してご提出ください。

地域 コミュニティ

事業補助金申込額

【地域コミュニティ事業補助金申込額算出

支出の部合計(A)

864,000円

補助対象外経費(B)

64,000円

補助対象経費(C)

800,000円

事業を実施することによって得られる収入のうち、

補助対象経費に充てるもの

(CXD)=補 助金算出対象額

特定財源(D)

0円

800,000円  X 補 助 率 80% =

地域コミュニティ事業補助金(F)

500,000円

下記(F)の額を記入 5 0 0 0 0 0 円

補助金額(E)

十一-1・T里 未満切捨て |
!・上限 50万 円   |



荒巻地域 には古来 より春祭 りに奉

納 される神楽舞が伝承 されています。

昔から祭 りは地域の皆さんの
“
絆

"心

の寄 りどころとして執 り行われ、それ

に合わせ て神楽舞がまつ りをにぎわ

せて来ました。

村の男衆達によって、笛、太鼓、鼓、

舞子、囃子、何かひとつを身につけそ

れぞれ伝承 されてきました。

又、部落内のみならず他部落の祭 り

にも招かれて披露 した とも伝 えられ

てお ります。

然し、昭和3Q年 代に入り所得倍増

論社会の中、農村も二種兼業への道を

歩み始め、後継者が一人、二人とやむ

なく航退され活動は中止されました。

そんな中、昭和40年 代後半に青年

達有志と先人の間で復活の話が持ち

上がり、今日まで伝承されています。

5月 3日 の前夜祭宵の官は子供た

ちがもつ野灯を先頭に社檀、神輿を引

く神楽連中の管、太鼓の音が神社まで

の道の り(概ね 2キ ロ)を娠わします。

翌 5月 4日 の本祭 りは神社の舞台

で神楽舞を中心にい くつかの手踊 り

が奉納 されます。

S . K



平成 22年 度荒巻コミュニティ事業実施計画書
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楽舞の奉納

6月      ・ 花の植栽 (子ども会、老寿会、桐原保全の会共同)
・ほたる観察会 (子ども会、老寿会、桐原保全の会共同)
。生き物調査 (子ども会、桐原保全の会共同)

調査した生き物の名前等を学芸員から指導していただく。

7月     山 道の革刈

9月 23日   秋 祭り

10月     ・ レクリェーション大会
・防災訓練

12月     村 祝儀 (その年に結婚した人を集落で祝う。)

1月     奏 の神

※各月、第3日 曜日は、資源ごみの収集 (子ども会、老寿会との共同)

収集品は、アルミ缶 ・アキ缶 ・ダンボール ・雑誌類に限定。

荒巻 自治会


